
　みなさん、こんにちは。多くの学校では定期試験が実施されているかと思います。結果がどうであれ、また次の目

標に向かって努力していきましょう。特に中学３年生は、この先は受験勉強に専念できる環境になります。過去問演

習など、自分が行うべきことを日々考えて学習を進めてください。

「時事問題」に強くなろう！

　さて、みなさんの学校の定期試験では、時事問題は出題されますか？　今年は新型コロナウイルス感染症の世界的

流行がありましたし、最近でも９月には菅義偉氏が第99代内閣総理大臣に就任し、今月はアメリカ合衆国で大統領選

挙が行われています。これらの話題が実際に定期試験で出題されたという方もいらっしゃるのではないでしょうか。

　高校受験でも、時事問題は出題される。
　特に５教科型の国私立難関高校入試の社会科では、時事問題は頻出です。また、都立高校の推薦入試などで実施さ

れる小論文や面接でも時事問題をテーマにした出題や質問が見受けられます。近年話題になっている「ＡＩ」や「持

続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」は複数の高校で小論文や集団討論（※今年度の都立高校推薦入試では中止）の出題

テーマになっていますし、面接では「最近気になったニュースを１つ挙げてください」という質問はよく聞かれま

す。

　「時事問題＝大人の話」と捉えているかもしれませんが、中学生のみなさんに関係する話もありますし、入試にあ

たっても時事問題を理解しておくのは大切なことなのです。

　どうすれば時事問題に強くなれる？
　まずはテレビや新聞、インターネット等を通じて日々のニュースに触れることから始めてください。その上で気に

なることや疑問があれば、自分で調べたり保護者の方や先生に聞いたりしましょう。時事問題について誰かと意見を

交換するなどして、知見を深めることが特に大切です。

　年末になると、この１年間に話題になったことを振り返るテレビ番組も放送されるので是非視聴しましょう。ま

た、例年この時期には時事問題をまとめた本も出版されます。時事問題が出題されそうな高校を受験する方は１冊購

入することをお勧めします。

　今からでも興味を持つことが必要。
　社会人になると、「世の中で何が起きているかを察知し、それに対して自分の意見を持つ」ことが必要不可欠で

す。しかしながら、この力はすぐに身につくものではありません。中学生のうちはどうしても学校を中心とする身の

回りのことばかりに関心が向きがちで、意識しないと世の中で何が起こっているかについては疎くなってしまう傾向

があります。中学３年生だけではなく、まだ中学１・２年生の方も、早いうちから時事問題に興味・関心を持つよう

に心がけましょう！
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１１月のスケジュール

日 曜 受付 授業 講演会など

1 日 10～17 １1月②

2 月 14～21

3 火 休室

4 水 14～21

5 木 14～21

6 金 14～21

7 土 14～21

8 日 10～17 １1月③

9 月 14～21

10 火 休室

11 水 14～21

12 木 14～21

13 金 14～21

14 土 14～21

15 日 10～17 １１月④

16 月 14～21

17 火 休室

18 水 14～21

19 木 14～21

20 金 14～21

21 土 14～21

22 日 10～17 １２月① 月例テスト（１Ｖ／２Ｖ）

23 月 14～21

24 火 休室

25 水 14～21

26 木 14～21

27 金 14～21

28 土 14～21 中３第２回都立自校作成・独自問題テスト演習　9：00～13：00

29 日 10～17 １２月② 冬期講習準備テスト①　9：30～13：00

30 月 14～21


